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百
十
五
周
年（
創
立一九
〇
七
年
）の
歩
み

　

盛
岡
幼
稚
園
創
立
歴
史
の
振
り
返
り
資
料
は
、
六

十
周
年
記
念
誌
が
原
典
で
す
。

　

こ
の
度
百
十
五
周
年
に
発
刊
す
る
記
念
誌
へ
記
載

す
る
歩
み
は
、
当
然
の
ご
と
く
原
典
記
述
を
中
心
に

し
ま
し
た
が
、
あ
え
て
今
ま
で
に
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
付
け
加
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

一、
草
創
期　
明
治
三
十
七
年
（一九
〇
四
）
〜

　

長
岡
栄
子
先
生
（
当
時
盛
岡
高
等
女
学
校
教
諭
）

が
、
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
盛
岡
支
部
事
業
と
し

て
会
員
の
幼
児
を
中
心
に
、
盛
岡
高
等
女
学
校
の
校

舎
内
で
（
毎
週
月
、
水
、
土
の
放
課
後
）
課
外
活
動

と
し
て
（
説
話
、
遊
戯
、
唱
歌
、
手
技
等
）
幼
児
の

遊
び
場
を
開
設
。

　

盛
岡
保
育
会
の
名
称
で
の
活
動
は
次
第
に
希
望
者

が
増
え
て
、
女
学
校
課
外
活
動
の
範
囲
を
超
え
る
事

業
と
な
り
、
そ
の
去
就
が
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
窮
状
を
一
九
〇
七
年
に
盛
岡
市
に
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ

ン
グ
先
生
が
、
自
宅
を
開
放
し
盛
岡
保
育
会
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
本
格
的
幼
稚
園
教
育
を
始
め
ま

し
た
。

　

初
代
園
長
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
先
生
は
、
直
ち

に
私
立
盛
岡
幼
稚
園
園
則
を
作
成
し
新
た
な
園
児
募

集
の
幼
児
を
加
え
て
、
幼
稚
園
設
立
認
可
申
請
を
行

い
一
九
〇
九
年
三
月
に
岩
手
県
第
一
号
の
幼
稚
園
認

可
を
受
け
、
そ
の
月
に
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
を

挙
行
し
て
お
り
ま
す
。（
三
月
十
八
日
、
十
八
名
の

卒
業
園
児
）
以
上
の
状
況
か
ら
、
創
設
者
は
長
岡
栄

子
先
生
、
正
式
な
幼
稚
園
創
立
は
、
一
九
〇
七
年
・

創
立
者
初
代
園
長
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
先
生
と
し

て
、
理
を
も
っ
て
幼
児
教
育
推
進
を
継
承
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
当
時
の
幼
稚
園
経
営
は
、
米
国
キ
リ
ス
ト
教
・

婦
人
バ
プ
テ
ス
ト
外
国
伝
道
協
会
か
ら
の
派
遣
宣
教

師
の
支
援
、
財
政
的
援
助
に
よ
る
事
業
で
あ
っ
た
た

め
、
初
代
園
長
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
一
九
一

二
年
に
一
年
間
の
長
期
休
暇
で
米
国
に
帰
っ
た
折
、

一
九
一
三
年
か
ら
第
二
代
園
長
ミ
ス
・
ジ
ェ
ッ
シ
ー
、

一
九
一
六
年
再
び
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
、
一
九
二

〇
年
に
は
第
四
代
園
長
と
し
て
ミ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
、
一
九
二
二
年
第
五
代
園
長
ミ
セ
ス
・
へ
ー
イ
ン

ズ
が
一
年
間
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
以
外
は
、
殆
ど
仙
台
市
に

設
立
さ
れ
て
い
た
私
立
尚
絅
女
学
校
（
一
八
九
九
年

私
立
学
校
令
認
可
）
へ
派
遣
さ
れ
た
婦
人
宣
教
師
が

盛
岡
幼
稚
園
運
営
兼
務
の
責
任
者
と
し
て
業
務
に
あ

た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
間
の
懸
案
は
、
宣
教
師
役
宅
で
の
幼
稚
園
運

営
で
は
な
く
独
立
し
た
園
舎
新
築
で
し
た
。
そ
の
資

金
調
達
は
、
婦
人
バ
プ
テ
ス
ト
外
国
伝
道
協
会
の
募

金
活
動
及
び
園
児
保
護
者
の
寄
付
金
や
卒
園
し
た
同

窓
生
の
母
園
建
築
へ
の
熱
心
な
募
金
活
動
の
蓄
財
が

使
わ
れ
た
様
子
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
九
二
三
年
に
新
園
舎
落
成
・
第
六
代
園
長
ミ
ス
・

ギ
フ
ォ
ー
ド
が
一
年
間
の
就
任
で
し
た
。

　

明
治
中
期
頃
の
幼
稚
園
は
教
育
令
の
中
で
、
学
校

で
は
な
い
教
育
機
関
で
は
あ
る
が
、
設
置
認
可
、
廃

止
、
保
育
法
に
つ
い
て
学
校
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ

る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
明
治
三

十
二
年
に
小
学
校
令
の
改
正
に
乗
じ
、
幼
稚
園
保
育

及
び
設
置
規
程
が
文
部
大
臣
に
よ
り
定
め
ら
れ
幼
稚

園
と
し
て
初
め
て
の
詳
細
な
法
的
規
定
が
公
布
。
そ

の
後
数
次
に
わ
た
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
正
十

五
年
四
月
、
小
学
校
令
か
ら
独
立
し
た
幼
稚
園
令
及

び
幼
稚
園
令
執
行
規
則
が
定
め
ら
れ
、
制
度
的
に
一

段
と
整
備
さ
れ
て
幼
稚
園
教
育
の
質
的
重
要
性
が
社

会
的
認
知
と
な
り
普
及
活
動
と
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

二
、
黎
明
期　
大
正
十
三
年
（一九
二
四
）
〜

　

念
願
の
新
園
舎
が
落
成
し
て
一
九
二
四
年
に
第
七

代
園
長
と
し
て
就
任
さ
れ
た
の
は
、
ミ
セ
ス
・
ス
テ
ッ

ド
マ
ン
。
続
い
て
第
八
代
目　

ミ
ス
・
タ
マ
シ
ン
・

ア
レ
ン
園
長
が
、
一
九
二
七
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で

ミセス・タッピング、卒園授与式

7

盛岡幼稚園盛岡幼稚園115115年のあゆみ年のあゆみ



十
一
年
間
の
長
期
就
任
。
一
九
三
三
年
十
月
に
創
立

二
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。
こ
の
年
三
月
三
日

昭
和
三
陸
大
津
波
地
震
（
死
者
一
五
二
二
人
、
行
方

不
明
一
五
四
二
人
）
が
起
こ
り
、
園
と
し
て
沿
岸
地

域
の
罹
災
私
立
幼
稚
園
に
お
見
舞
い
慰
問
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
園
長
は
、
盛
岡
市
内
に

頌
美
幼
稚
園
を
姉
妹
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
が
、

昭
和
十
三
年
久
慈
市
に
移
住
し
頌
美
幼
稚
園
は
閉

園
。

　

な
お
、
同
女
史
は
久
慈
市
で
幼
稚
園
を
設
立
継
続

し
、
後
に
は
学
校
法
人
小
学
校
、
中
学
校
、
そ
し
て

ア
レ
ン
短
期
大
学
を
開
学
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
正
末
の
幼
稚
園
令
の
施
行
に
よ
り
保
育
内
容
等

に
関
し
て
詳
細
な
国
基
準
が
示
さ
れ
、
幼
児
教
育
は

一
部
の
階
層
家
庭
の
子
ど
も
の
教
育
か
ら
一
般
家
庭

の
子
ど
も
へ
と
広
が
り
施
設
数
も
多
く
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
当
幼
稚
園
も
保
護
者
会
や
同
窓
会
の
盛

り
上
が
り
で
新
園
舎
落
成
に
寄
与
さ
れ
た
情
熱
は
、

そ
の
後
も
継
続
さ
れ
て
揺
る
ぎ
な
い
幼
児
教
育
基
盤

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

三
、
揺
籃
・
激
動
期　
昭
和
十
三
年
（一九
三
八
）

・
昭
和
二
十
年
終
戦
（一九
四
五
）
〜

　

昭
和
九
年
四
月
に
米
国
キ
リ
ス
ト
教
・
婦
人
バ
プ

テ
ス
ト
外
国
伝
道
協
会
か
ら
の
運
営
補
助
事
業
が
打

ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幼
稚
園
独
自
の
資
金
運

営
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
創
立
二
十
五
周

年
記
念
事
業
を
終
え
た
ば
か
り
の
緊
急
事
態
で
あ
り

ま
し
た
。

　

タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
園
長
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機

的
状
況
の
も
と
個
人
的
独
自
に
久
慈
市
に
移
住
し
幼

児
教
育
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
任
は
、
そ

れ
ま
で
中
心
的
存
在
で
実
質
保
育
活
動
を
継
承
し
て

い
た　

佐
藤
ト
ク
先
生
が
、
昭
和
十
三
年
に
日
本
人

初
の
第
九
代
園
長
就
任
。
実
質
的
経
営
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
を
励
ま
し
経
営

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
は
、
保
護
者
の
「
母
の
会
」、

卒
園
し
た
同
窓
会
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
六
十
年

記
念
史
に
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
背
景
は
、
昭
和
十
二
年
日
中
戦

争
が
は
じ
ま
り
、
昭
和
十
六
年
太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
た
険
悪
な
国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
り
ま
す
が
、
一

例
と
し
て
国
家
総
動
員
法
（
昭
和
十
三
年
）
が
制
定

さ
れ
た
戦
時
国
家
一
途
な
暗
黒
状
況
へ
の
進
捗
で

す
。

　

幼
稚
園
保
育
指
導
も
種
々
の
影
響
を
受
け
鬼
畜
米

英
、
兵
隊
さ
ん
万
歳
、
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で

は
等
々
。
経
済
統
制
が
行
わ
れ
物
資
が
不
足
し
生
活

も
苦
し
く
な
り
、
幼
稚
園
入
園
児
も
減
少
し
経
営
が

困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
に
幼
稚
園
園
舎
が
盛
岡
連
隊
区

司
令
部
に
接
収
さ
れ
、
隣
接
す
る
教
会
へ
園
児
移
動
。

ま
た
度
々
の
盛
岡
市
内
の
敵
機
空
襲
警
報
発
令
で
休

園
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

新園舎建築

傷痍軍人の慰問
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昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
を
迎
え
る
。
八
月
三
十
日

付
け
で
県
当
局
か
ら
接
収
さ
れ
て
い
た
園
舎
返
還
の

通
知
が
届
く
。
佐
藤
園
長
は
じ
め
職
員
一
同
が
直
ち

に
軍
靴
に
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
園
舎
内
の
清
掃
を
行
い

保
育
活
動
に
支
障
な
い
状
態
と
し
て
幼
児
を
迎
い
入

れ
た
様
子
が
保
育
日
誌
に
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
十
一
年
、
二
十
二
年
は
米
国
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
の
指

令
の
も
と
幼
児
教
育
の
重
要
性
が
掲
げ
ら
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
保
育
連
盟
の
各
種
研
究
大
会
が
、
盛
岡
幼
稚

園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

同
時
に
入
園
児
募
集
も
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ

り
う
れ
し
い
悲
鳴
。
昔
の
賑
わ
い
が
戻
る
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
佐
藤
園
長
を
支
え
る
保
護
者
・
母
の
会

や
同
窓
会
も
昔
の
活
動
を
取
り
戻
し
保
育
活
動
以
外

の
諸
行
事
（
母
の
会
講
演
会
、
母
の
会
バ
ザ
ー
等
々
）

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
十
六
年
、
二
十
七
年
に
は
園
舎
移
転
増
改
築
が

本
格
的
課
題
と
し
て
理
事
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
園
児
定
員
増
に
伴

う
園
舎
の
狭
隘
、
不
便
さ
解
消
の
た
め
、
隣
接
す
る

キ
リ
ス
ト
教
会
の
敷
地
と
会
堂
の
移
転
増
改
築
と
連

動
す
る
内
容
と
な
り
、
盛
岡
市
を
仲
立
ち
と
し
て

電
々
公
社
が
現
有
敷
地
買
収
と
そ
の
代
償
原
資
に
よ

る
裏
側
に
位
置
す
る
旧
八
重
樫
牧
場
の
跡
敷
地
購
入

交
渉
の
成
立
に
よ
り
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
工
事
着

工
、
三
十
年
七
月
竣
工
落
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
幼
稚
園
二
度
目
の
園
舎
増
改
築
事
業
（
現
在

敷
地
へ
の
移
転
）
で
し
た
。
佐
藤
園
長
は
、
戦
前
戦

後
の
激
動
混
乱
期
を
幼
児
教
育
一
筋
に
情
熱
を
傾

け
、
初
代
ミ
セ
ス
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
園
長
の
幼
稚
園
の

保
育
活
動
は
保
護
者
家
庭
と
の
協
働
に
よ
る
子
育
て

と
い
う
信
念
を
継
承
し
守
り
抜
い
た
方
で
し
た
が
、

昭
和
四
十
一
年
一
月
に
ご
逝
去
。（
享
年
七
十
五
歳
）

四
、
発
展
期　
昭
和
四
十
二
年
（一九
六
七
）
〜

　

佐
藤
ト
ク
先
生
が
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
逝
去
さ

れ
た
あ
と
に
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
第
十
代
園
長

と
し
て
安
村
三
郎
氏
が
就
任
。
懸
案
の
学
校
法
人
化

の
実
現
に
向
け
認
可
申
請
行
為
を
促
進
さ
せ
る
と
同

時
に
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
計
画
を
立
案
。

　

園
史
の
編
纂
発
行
、
記
念
式
典
、
記
念
公
演
（
文

学
座
・
大
麦
入
り
の
チ
キ
ン
ス
ー
プ
・
長
岡
輝
子
主

演
）、
園
舎
新
築
及
び
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
森
造
成
（
六

十
周
年
事
業
と
し
て
は
出
来
な
か
っ
た
。
だ
が
八
十

周
年
事
業
と
し
て
、
紫
波
町
船
久
保
の
国
有
地
を
借

用
し
盛
岡
幼
稚
園
教
育
林
と
し
て
赤
松
、
杉
の
苗
を

植
樹
）
を
主
体
事
業
に
据
え
ま
し
た
。

　

園
史
発
刊
は
思
い
の
ほ
か
沿
革
資
料
集
め
に
時
間

を
要
し
結
果
的
に
四
十
七
年
の
発
行
（
つ
ね
に
よ
ろ

こ
ぶ
べ
し
・
私
立
盛
岡
幼
稚
園
六
十
年
の
歩
み
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
園
舎
新
築
事
業
は
、
学
校

法
人
認
可
に
よ
る
補
助
事
業
と
な
り
結
果
的
に
昭
和

四
十
五
年
七
月
の
工
事
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
化
状
況
は
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
に
学
校
法

人
内
丸
学
園
寄
付
行
為
認
可
申
請
書
並
び
に
学
校
設

置
者
変
更
認
可
申
請
書
を
知
事
に
提
出
。
二
月
二
日

私
立
学
校
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

学
校
法
人
内
丸
学
園
寄
付
行
為
及
び
学
校
教
育
法
第

四
条
の
規
定
に
よ
り
学
校
設
置
者
変
更
認
可
さ
れ
ま

し
た
。

　

安
村
三
郎
園
長
は
、
ご
健
康
の
関
係
も
あ
り
神
奈

川
県
葉
山
の
ご
自
宅
か
ら
の
ご
出
勤
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
四
十
五
年
一
月
末
か
ら
ご
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
聖

路
加
病
院
ご
入
院
ご
養
生
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

園舎移転改築の全景
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ご
容
態
が
急
変
し
昭
和
四
十
五
年
四
月
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
五
月
に
第
十
一
代
園
長
と
し
て
、

佐
藤
瑞
彦
氏
が
就
任
。
安
村
園
長
が
推
進
し
て
き
た

学
校
法
人
認
可
後
の
新
園
舎
建
築
事
業
、
並
び
に
園

史
の
発
刊
事
業
の
継
続
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

園
舎
工
事
は
、
古
い
園
舎
を
使
用
し
な
が
ら
園
庭

と
し
て
使
用
し
て
い
た
場
所
に
鉄
器
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
、
大
ホ
ー
ル
、
保
育
室
六
教
室
、
職
員
室
、

暖
房
ボ
イ
ラ
ー
F
B
型
給
排
水
室
等
の
延
べ
九
二
〇

㎡
の
新
築
工
事
で
昭
和
四
十
六
年
三
月
に
完
成
し
ま

し
た
。（
詳
細
は
六
十
年
史
に
記
載
）

　

佐
藤
瑞
彦
園
長
は
、
安
村
園
長
の
学
校
法
人
化
に

よ
る
新
た
な
組
織
体
制
づ
く
り
と
建
替
え
た
二
階
建

て
新
園
舎
の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

特
に
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
東
京
で
の

学
校
法
人
自
由
学
園
初
等
部
主
事
の
長
年
の
経
歴
か

ら
、
職
員
一
人
一
人
の
資
質
向
上
の
た
め
強
化
さ
れ

て
テ
ー
マ
を
与
え
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
等
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
本
園
の
建
学
の
精
神
、
一
人
一
人

の
個
性
を
認
め
型
に
は
め
な
い
自
由
な
個
性
の
育
ち

を
重
視
し
、
感
性
、
感
受
性
の
育
成
に
努
め
る
よ
う

職
員
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
就
任
以
来
、
園
の
動
向
や
保
育
方
針
・
子
育

て
の
情
報
を
「
園
報
」
と
し
て
保
護
者
を
は
じ
め
関

係
者
へ
発
信
を
続
け
、
現
在
も
継
続
し
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

東
京
か
ら
月
一
度
の
盛
岡
滞
在
で
の
執
務
で
し
た

が
齢
八
十
七
歳
の
ご
高
齢
で
昭
和
五
十
六
年
九
月

（
昭
和
五
十
五
年
末
か
ら
ご
病
気
静
養
中
）
第
十
一

代
園
長
、
佐
藤
瑞
彦
氏
が
東
京
の
ご
自
宅
で
ご
逝
去
。

五
、
躍
進
期　
昭
和
五
十
九
年
（一九
八
四
）
〜

　

佐
藤
瑞
彦
氏
の
理
事
長
兼
園
長
逝
去
に
伴
う
後
任

者
の
選
任
は
、
法
人
理
事
（
同
窓
会
長
）
の
小
泉
久

仁
雄
氏
が
第
十
二
代
園
長
と
し
て
就
任
。
小
泉
氏
は

岩
手
県
議
会
副
議
長
の
要
職
に
あ
っ
た
が
、
理
事
長

及
び
非
常
勤
園
長
の
兼
務
を
含
め
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
就
任
さ
れ
た
年
は
創
立
八
十
周
年
で
六
十
周
年

記
念
事
業
で
取
り
残
し
た
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
森
造
成
事

業
の
推
進
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
盛
岡
営
林
署
管
内
の
紫
波
郡
船
久
保
の

国
有
林
伐
採
地
を
分
収
造
林
契
約
の
も
と
に
四
・
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
五
十
年
間
借
り
受
け
造
林
・
教
育
林

と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
、
実
際
の
植
樹
や
管
理
は

盛
岡
森
林
組
合
員
と
し
て
加
入
し
対
価
を
払
い
育
成

す
る
も
の
で
す
。
幼
稚
園
児
の
教
育
林
と
し
て
の
活

用
は
、
毎
年
園
児
が
、
植
樹
し
た
成
育
を
観
察
し
、

山
を
流
れ
る
小
川
で
の
生
物
観
察
や
自
然
に
触
れ
る

体
験
を
満
喫
す
る
こ
と
で
す
。
五
十
年
後
の
成
育
林

の
収
益
分
収
の
割
合
は
、
国
が
3
／
10
、 

造
林
者（
幼

稚
園
）
7
／
10
の
契
約
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
（
平
成
末
期
）
営
林
署
や
森

林
組
合
か
ら
ク
マ
の
出
没
で
危
険
な
た
め
、
残
念
な

が
ら
園
児
の
入
山
は
ひ
か
え
る
様
に
と
指
導
が
あ
り

出
か
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
森
造
成
計

画
は
成
育
林
と
な
っ
た
収
益
が
園
舎
改
築
等
の
原
資

の
一
部
に
な
れ
ば
と
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。

　

盛
岡
在
住
、
岩
手
県
議
会
議
員
の
小
泉
氏
は
、
非

常
勤
園
長
な
が
ら
岩
手
県
私
学
教
育
に
精
通
し
、
私

学
団
体
か
ら
の
各
要
望
に
県
議
会
代
表
と
し
て
真
摯

に
対
応
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
も
幼
児
教
育
団
体
は
そ
の
歴
史
的
流
れ
か
ら
、

全
法
幼
（
全
国
学
校
法
人
幼
稚
園
連
合
会
）、
日
私

学校法人化新園舎の全景
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幼
（
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
）、
全
私
幼
（
全
国

私
立
幼
稚
園
連
盟
）
の
三
団
体
が
あ
り
県
内
各
園
は

そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
、
事
情
で
加
入
し
、
活
動
が
ば
ら

ば
ら
で
私
立
幼
児
教
育
の
振
興
運
動
に
統
一
性
が
な

く
団
体
の
統
合
一
体
化
が
待
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
泉
氏
は
、
園
長
就
任
後
に
岩
手
県
学
校
法
人
幼

稚
園
連
合
会
の
会
長
に
就
任
し
三
団
体
統
合
の
主
導

を
務
め
、
現
在
の
一
般
社
団
法
人
・
岩
手
県
私
立
幼

稚
園
連
合
会
誕
生
を
成
立
さ
せ
た
功
労
者
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
泉
久
仁
雄
氏
は
体
調
を
崩
さ
れ
平
成

四
年
七
月
か
ら
長
期
病
気
入
院
静
養
を
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
の
業
務
執
行
は
、
小
泉
一
衛
理
事
長

代
行
が
担
っ
て
お
り
ま
す
。

六
、
拡
充
・
進
展
改
革
期　
平
成
九
年
（一九
九
七
）
〜

　

平
成
七
年
五
月
に
小
泉
久
仁
雄
理
事
長
が
逝
去
さ

れ
、
急
遽
理
事
代
行
者
の
小
泉
一
衛
氏
が
理
事
長
就

任
。
そ
し
て
園
長
業
務
は
、
副
園
長
高
橋
洋
子
理
事

が
行
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
八
年
二
月
の

理
事
会
に
て
小
泉
一
衛
理
事
長
が
非
常
勤
園
長
兼
務

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
数
か
月
後
の
平
成
九
年
一
月
に
理
事
の

坂
本
洋
氏
が
、
佐
藤
ト
ク
園
長
以
来
の
常
勤
園
長
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
第
十
四
代
園
長

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

坂
本
理
事
は
、
第
三
十
五
回
卒
園
生
。
昭
和
五
十

三
年
法
人
監
事
、
五
十
五
年
か
ら
は
理
事
と
し
て
就

任
し
て
お
り
、
主
に
小
泉
久
仁
雄
、
小
泉
一
衛
両
理

事
長
の
幼
稚
園
予
算
経
理
執
行
業
務
を
非
常
勤
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

就
任
後
直
ち
に
、
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
を
企

画
実
施
、
続
い
て
東
北
地
区
私
立
幼
稚
園
教
員
研
修

大
会
の
公
開
保
育
、
分
科
会
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま

た
岩
手
県
海
外
技
術
研
修
員
と
し
て
幼
児
教
育
の
技

術
習
得
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
ト
ン
ガ
国
・
女
性
一
名

（
平
成
十
三
年
八
月
〜
十
四
年
三
月
）、
ブ
ラ
ジ
ル
国
・

女
性
一
名
（
平
成
十
四
年
八
月
〜
十
五
年
三
月
）
を

受
け
入
れ
、
実
務
実
習
の
委
託
事
業
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

当
園
で
は
、
以
前
か
ら
社
会
的
要
請
に
伴
う
預
か

り
保
育
（
家
庭
部
）
事
業
を
柔
軟
に
運
営
と
し
て
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年
文
科
省
は
満

三
歳
児
の
受
け
入
れ
に
つ
き
就
園
奨
励
費
他
の
補
助

金
の
対
象
と
し
て
予
算
化
し
ま
し
た
。
背
景
と
し
て

当
時
の
子
育
て
支
援
強
化
と
少
子
化
で
園
児
集
め
が

苦
し
い
幼
稚
園
の
運
営
救
済
の
施
策
で
し
た
。
当
園

で
も
直
ぐ
に
取
り
入
れ
対
応
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
五
月
に
三
陸
南
沖
地
震
の
発
生
で
園

舎
建
物
被
害
を
受
け
、
修
復
工
事
の
た
め
建
物
耐
震

補
強
が
必
要
で
全
面
的
内
部
構
造
の
耐
力
度
調
査
の

結
果
、
五
千
点
を
下
回
り
四
千
七
百
二
十
点
と
予
想

以
上
の
老
朽
化
及
び
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
と
建
物
危
険

度
が
指
摘
さ
れ
、
園
舎
施
設
整
備
費
補
助
事
業
と
し

て
平
成
十
六
年
度
工
事
申
請
し
て
平
成
十
七
年
三
月

完
成
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
百
十
周
年
記
念
誌
参
照
）

　

工
事
着
工
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
耐
震
強
化
及
び
当

時
の
社
会
的
要
請
、
幼
稚
園
総
合
施
設
化
を
念
頭
に

預
か
り
保
育
（
家
庭
部
）
の
環
境
充
実
は
考
え
ま
し

た
が
、
後
ほ
ど
の
幼
保
一
体
化
に
基
づ
く
認
定
こ
ど

も
園
幼
保
連
携
型
ま
で
を
想
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

園
舎
落
成
後
の
平
成
十
八
年
に
、「
就
学
前
の
子

ど
も
に
関
す
る
教
育
・
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
（
六
月
公
布
、
十
月

タッピングの森植樹全景
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施
行
）
さ
れ
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
新
し
い

施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
十
八
年
に
岩
手
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
認
定

こ
ど
も
園
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
公

開
保
育
等
で
発
表
。
翌
年
岩
手
県
第
一
号
の
認
定
こ

ど
も
園
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
幼

稚
園
型
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
平
成
二
十

二
年
に
は
、
三
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
解
消
の
保
育

所
事
業
の
打
診
を
受
け
入
れ
「
も
り
お
か
保
育
園
」

併
設
と
し
て
認
可
さ
れ
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
関
連
制
度
の
大
改
革
方
針
が
、
平
成
二
十
七

年
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連

三
法
」
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
園
で
も

ど
の
よ
う
に
新
制
度
対
応
す
る
か
検
討
が
必
要
と
な

り
、
二
十
六
年
四
月
か
ら
園
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
月
二
回
程
度
の
工
程
で
各
テ
ー
マ
に

担
当
者
を
決
め
課
題
の
対
応
を
共
有
準
備
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
大
幅
な
制
度
変
更
な
の
で
、
保
護
者

へ
も
二
回
ほ
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
趣
旨
の
徹
底
を

図
り
ま
し
た
。

　

新
制
度
移
行
に
よ
る
本
園
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
確

認
共
有
と
運
営
変
化
の
概
要
は
、

○
単
一
施
設
と
な
る
。

○
会
計
経
理
が
一
本
化
。

○
子
ど
も
の
保
育
認
定（
一
号
、
二
号
、
三
号
児
）。

○
全
職
員
が
保
育
教
諭
（
免
許
、
資
格
）
と
な
る
。

○
職
員
勤
務
が
十
三
時
間
標
準
勤
務
体
制
対
応
と

な
る
。

○
質
向
上
の
研
修
強
化
。

○
職
員
勤
務
体
制
の
シ
フ
ト
の
徹
底
。

○
保
護
者
の
就
労
状
況
に
よ
る
利
用
料
金
。

○
自
園
給
食
提
供
の
義
務
付
け
。

○
学
園
諸
規
程
の
改
正
。

○
未
就
園
児
の
保
護
者
支
援
事
業
の
強
化
。

○
職
員
人
材
確
保
の
処
遇
改
善
。

等
に
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
経
過
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
施
行
さ

れ
た
新
制
度
で
し
た
が
、
特
に
自
園
給
食
提
供
の
実

施
は
、
二
十
八
年
に
漸
く
「
子
育
て
支
援
対
策
臨
時

特
例
事
業
補
助
金
」
の
予
算
化
が
実
現
し
大
規
模
な

調
理
室
増
改
築
工
事
が
実
現
し
二
十
九
年
一
月
か
ら

給
食
提
供
を
開
始
。
従
っ
て
、
本
園
の
場
合
本
格
的

新
制
度
体
制
へ
の
対
応
は
、
人
材
確
保
や
勤
務
体
制

の
シ
フ
ト
対
応
等
を
含
め
平
成
二
十
九
年
か
ら
で
し

た
。

　

さ
て
新
制
度
の
単
一
施
設
誕
生
・
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
の
経
過
を
述
べ
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

六
年
に
「
も
り
お
か
保
育
園
長
」
か
ら
、
第
十
五
代

盛
岡
幼
稚
園
長
に
就
任
し
た
坂
本
信
行
氏
が
、
そ
の

ま
ま
二
十
七
年
新
制
度
に
お
け
る
単
一
施
設
園
長
に

就
任
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
氏
は
盛
岡
幼
稚
園
第
四
十
三
年
卒
園
。
長
い
こ

と
岩
手
県
公
立
小
中
学
校
教
諭
を
務
め
、
平
成
三
年

教
頭
職
、
平
成
九
年
か
ら
校
長
職
、
平
成
十
七
年
矢

巾
町
立
不
動
小
学
校
長
定
年
退
職
。
十
八
年
か
ら
盛

岡
市
教
育
研
究
所
・
専
門
研
究
員
就
任
。
そ
の
後
平

成
二
十
四
年
に
「
も
り
お
か
保
育
園
長
」
に
就
任
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
法
人
内
丸
学
園
の
法
人
理
事
と
し
て

は
平
成
十
年
か
ら
就
任
し
、
幼
小
接
続
連
携
の
運
営

方
針
助
言
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
本
記
念
誌
の
第
三
部
と
し
て
、「
現
在
の
幼

稚
園
の
姿
」
を
掲
載
し
ま
す
が
同
園
長
の
運
営
意
向

が
強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

	

（
文
責
・
理
事
長　

坂
本　

洋
）
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